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板野保育園親子運動会
　10月４日（水）、板野保育園の園庭で「令
和５年度親子運動会」が行われました。
　園児たちは、徒競走や保護者の方と協
力した親子競技、音楽に合わせて踊るお
遊戯などさまざまな種目に元気よく取り
組みました。
　保護者の方と一緒に走るリレーでは、
園児も保護者の方も全力でバトンをつな
ぐ姿に声援や拍手が送られ、運動会は大
いに盛り上がりました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

♥募集人数　　240名（０歳児～３歳児）

♥受付期間　　１１月１３日（月）〜１１月２４日（金）　※土、日、祝日は除く

♥受付場所　　板野保育園、住民課

♥受付時間　　午前８時30分～午後５時
　※４月入園は、期間内に申し込まれた方で利用調整を行い決定します。
　　�上記期間以降も申し込みは可能ですが、期間内に申し込みされた方を利用調整したのちに、利用枠に�
余裕がある場合にのみ利用調整いたします。

♥該当する乳幼児　・令和２年４月２日～令和５年４月１日までに生まれた幼児
　　　　　　　　　・令和５年４月２日～令和５年７月31日までに生まれた乳児
　　　　　　　　　・�板野町保育園設置および管理に関する条例施行規則の規定により保育が必要な児童と�

認められる者

♥入園申込　　必要な書類は、保育園または住民課に用意しています。
　　　　　　　�同一世帯で２ 人以上の児童が申し込む場合は、それぞれの児童ごとに申込書を提出してください。
　　　　　　　詳しくは、板野保育園・住民課へお問い合わせください。

お問い合わせ　板野保育園　☎672ー2101　　住民課　☎672ー5984

令和６年度 令和６年度 園　児　募　集園　児　募　集
板野保育園

　道の駅「いたの」は、皆様のおかげをもちまして、
令和３年４月１日のオープンから約２年５ヶ月
で、来駅者数100万人を達成しました。
　100万人目の方は、愛知県安城市の会社員鈴木
涼千さん（32歳）ご一家でした。
　町長と100万人達成のくす玉を割った後、記念
品が贈られました。
　今後とも道の駅「いたの」へご来場いただきます
ようお願い申し上げます。

　

９
月
13
日（
水
）、
板
野
町
役
場
に
お
い
て

委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
板
東
正
巳
さ
ん（
古
城
）

が
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱（
再
任
）さ
れ

ま
し
た
。

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
官
募
集
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
や
募
集
活
動
の
直
接
支

援
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
自
衛
官
を

志
す
方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
、
募

集
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
の
支
援
と
い
っ
た

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
員
の
委
嘱
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員  

委
嘱

100万人達成!
道の駅「いたの」
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

板
野
町
議
会
の
新
し
い
顔
　

板
野
町
議
会
の
新
し
い
顔
　
1212
議
員
議
員

　
任
期
満
了
に
伴
う
板
野
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
は
、
10
月
１
日
に
町
内
６
ヵ
所
の
投
票

所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
59
・
59
％
で
、
町
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
即
日
開
票
さ
れ
、
12
名
の
方
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
令
和
５
年
11
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
10
月
31
日
で
す
。

◎男女別等投票者数と率(表)
男性 女性 計

有
権
者
数
５，２７６ ５，７５９ １１，０３５

投
票
者
数
３，１４７ ３，４２９ ６，５７６

投
票
率
５９．６５ ５９．５４ ５９．５９

人 人 人

人 人 人

％ ％ ％

あいうえお順
敬称略

（10/1時点）

氏名／年齢
党派／住所
職業／当選回数

松
まつ

浦
うら

　昶
とおる

／ 85
無所属／下庄
無職／ 6

水
みず

口
ぐち

　昭
あき

彦
ひこ

／ 69
無所属／大寺
会社員／ 6

三
み

原
はら

　大
だい

輔
すけ

／ 45
無所属／犬伏
会社役員／ 2

東
とう

條
じょう

　昭
しょう

二
じ

／ 82
無所属／矢武
会社員／ 6

根
ね

ヶ
が

山
やま

　昇
のぼる

／ 69
無所属／古城
無職／ 2

藤
ふじ

田
た

　千
ち

穂
ほ

／ 46
無所属／矢武

フリーディレクター／１

大
おお

西
にし

　裕
ひろ

也
や

／ 32
無所属／下庄
会社員／１

奥
おく

尾
お

　周
しゅう

二
じ

／ 75
無所属／川端
農業／６

楠
くす

本
もと

　千
ち ぐさ

／ 61
無所属／下庄
会社役員／１

石
いし

田
だ

　実
みのる

／ 72
日本共産党／古城

無職／ 9

犬
いぬ

伏
ぶし

　雅
まさ

啓
ひろ

／ 60
無所属／西中富
農業／１

太
おお

田
た

　良
よし

和
かず

／ 60
無所属／大寺
農業／１
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

エーアイテレビ職員募集
【採用予定職種】
　◦�アナウンサー
　　�（エーアイテレビが制作する自主放送番組にアナウンサー

として出演、記者、助手および編集などの業務）　１名
　◦�撮影スタッフ
　　�（撮影、番組企画、取材および番組編集などの業務）　１名
　◦�技術職（工事関連業務および施設の管理業務）　１名

【受験資格】
　◦�アナウンサー……………�昭和63年４月２日以降に

生まれた方
　◦�撮影スタッフ・技術職…�昭和53年４月２日以降に

生まれた方
【採用時期】
　◦�令和６年４月１日～（試用期間あり）

【試験の日程】
　令和５年11月12日（日）
　◦�筆記試験（一般教養）、
　　面接および実技（アナウンサーのみ）

【提出書類】
　◦�履歴書（６ヶ月以内に撮影した写真貼付）
　　※希望職種を明記してください。

【応募方法】
　◦�郵送または持参してください。郵送による申し込
みの場合は、封筒の表に「試験申込」と朱書きし、
必ず「書留郵便」により送付してください。

【受付期限】
　◦�令和５年11月９日（木）
　　�受付時間　午前８時30分〜午後５時（土・日曜日
及び祝祭日除く）

　　�郵送の場合は令和５年11月９日（木）午後５時必着
　※�受付期限を過ぎての申し込みは一切受け付けでき
ませんので、十分注意してください。

お申し込み・お問い合わせ　エーアイテレビ株式会社
　〒771-1220　藍住町東中富字朏傍示15-4
　☎692ー8223

　
徳
島
板
野
警
察
署
で
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日
、

地
域
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
問
題
を
協
議
す
る
た

め
、
徳
島
県
公
安
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
次
の
12
名

の
方
々
を
徳
島
板
野
警
察
署
協
議
会
の
委
員
と
し
て

選
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
12
名
の
委
員
は
、
地
域
住
民
を
代
表
し
て
、

少
年
非
行
、
交
通
安
全
、
犯
罪
予
防
、
そ
の
他
地
域

の
安
全
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
警
察
署
長

に
意
見
や
要
望
を
表
明
し
て
警
察
の
業
務
運
営
に
反

映
さ
せ
た
り
、
協
議
し
て
解
決
策
を
検
討
し
た
り
す

る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
島
田　
武
仁　
委
員（
川
内
町
）

　
野
口　
歳
夫　
委
員（
応
神
町
）

　
日
根　
美
佳　
委
員（
松
茂
町
）

　
谷
口　
孝　
　
委
員（
松
茂
町
）

　
新
居　
正
子　
委
員（
北
島
町
）

　
山
片　
京
子　
委
員（
北
島
町
）

　
森　
美
津
子　
委
員（
藍
住
町
）

　
花
野　
聖
子　
委
員（
板
野
町
）

　
吉
本　
幸
子　
委
員（
板
野
町
）

　
西
岡　
か
お
り
委
員（
板
野
町
）

　
三
好　
健
夫　
委
員（
上
板
町
）

　
今
川　
智
久　
委
員（
上
板
町
）

お
問
い
合
わ
せ

　
徳
島
板
野
警
察
署　
☎
６
９
８
ー
０
１
１
０

徳
島
板
野
警
察
署
協
議
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

令和５年度 板野町文化祭令和５年度 板野町文化祭

と き　11月11日(土)〜12日(日)
作 品　�文化の館ギャラリーにおいて�

写真・書道の作品展示

第37回　文化展
と き　11月12日(日)
舞 台　25回記念式典　25回記念映写「芸能部のあゆみ」
 　　　�板野町紹介『五番地蔵寺後編」・詩吟・コーラス・

舞踊・フラダンス・吹奏楽・町民音頭�
※参加記念品あり

第25回　芸能祭

ところ　文化の館　入場料　無料
　芸術・文化・実りの秋。板野町文化協会のみなさんが、この１年間の成果を一堂に会し、披露してくれます。
　作品や舞台を通して交流を深めてみませんか。

お問い合わせ　文化の館　☎６７２－５８８８
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

自転車ヘルメットの購入費用を補助します自転車ヘルメットの購入費用を補助します

⒈　
募
集
戸
数

　
　
板
野
第
１
団
地
…
…
…
１
戸

　
　
板
野
第
３
団
地
…
…
…
２
戸

　
　
吹
田
団
地
…
…
…
…
…
２
戸

　
　
平
田
団
地
…
…
…
…
…
１
戸

　
　
郡
頭
団
地
…
…
…
…
…
１
戸

　
　
※�

家
賃
は
収
入
に
応
じ
、
法
令
に
よ
り�

算
出
し
ま
す
。

⒉　
入
居
資
格（
次
の
条
件
が
全
て
必
要
で
す
）

　
　
①
板
野
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
が
あ
る
。

　
　
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
。

　
　
③
同
居
す
る
親
族
が
い
る
。

　
　
　
（�

60
歳
以
上
の
場
合
な
ど
は
同
居
親
族
が
な
い
場
合
で
も

応
募
可
）

　
　
④
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
。

　
　
⑤
税
金
な
ど
の
公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
者
が
い
な
い
。

　
　
⑥
収
入
が
入
居
の
基
準
額
以
内
で
あ
る
こ
と
。

⒊　
応
募
方
法

　
　

�

町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
応
募
期
間
の
初
日
に
建
設

課
で
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

⒋　
応
募
期
間

　
　
令
和
５
年
11
月
13
日（
月
）～
11
月
23
日（
木
）※
土
日
除
く

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で  

※
随
時
受
付

⒌　
選
考
の
方
法

　
　

�

町
条
例
に
基
づ
き
入
居
資
格
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
選
考
委

員
会
の
意
見
を
聞
い
て
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
☎
６
７
２
ー
５
９
９
７

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　令和５年４月１日施行の「改正道路交通法」により、自転車を利用する全ての方に、自転車乗車用ヘルメットの
着用が努力義務となりました。
　板野町では県が設定した補助対象者の範囲を拡大して自転車乗車用ヘルメットの購入に対して補助を行います。

補助対象者
板野町に住所を有する者
※�ただし、令和３年４月から令和５年４月の間に中学校に入学し、新入生自転車用ヘルメット購入補助を
受けた方は対象外

対象となる
ヘルメット

次の安全認証を取得した新品の自転車乗車用ヘルメット
①ＳＧマーク　②ＪＣＦマーク　③ＣＥマーク　④ＧＳマーク　⑤ＣＰＳＣマーク
※令和５年８月４日以降の購入分が対象
※同マークが付されていても、自転車用以外のヘルメット（産業用等）は含まない

申 請 期 間 令和５年11月１日から令和６年３月31日

補 助 金 額
補助対象ヘルメットの購入費の２分の１（１００円未満は切り捨て）
※３，０００円を上限とする
※対象者１人につき１回（１個）限り

申 請 場 所 総務課　※申請書は板野町ホームページからダウンロード、または総務課窓口での受け取りも可能

提 出 書 類

①板野町自転車ヘルメット着用促進事業費補助金交付申請書兼請求書
②同意書兼誓約書
③�ヘルメットの購入に要した経費の領収書（申請者氏名・購入日・購入店名・メーカー・品名・購入金額の記載があるもの）
④安全基準の認証確認ができる書類　※安全認証マークを確認できるヘルメットの持参でも可
⑤振込先口座が確認できる通帳（見開き１ページの全面）の写し

　詳しくは板野町のホームページをご覧ください。　　　　　　　　　　 お問い合わせ　総務課　☎６７２－５９８０

　
先
日
、
県
内
の
公
営
住
宅
に
お

い
て
、
住
戸
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す

り
が
破
損
し
、
転
落
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
柵
や
手
す
り
な
ど
に
寄
り
か
か

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
全
国
で
子

ど
も
が
窓
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り

を
乗
り
越
え
転
落
す
る
事
故
も
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
窓
や
ベ
ラ
ン

ダ
の
手
す
り
の
近
く
に
足
が
か
り

と
な
る
物
品
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

公
営
住
宅
で
の

転
落
事
故
に
つ
い
て
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

町民一人当たりに使った金額　４７８,９０８円

※特別会計繰出金及び基金積立金については、それぞれの目的別に振り分けて計上しています。

歳入合計
65億6,125万円

自主財源

依存財源

その他（依存財源）
6,917万円　1.0％

＊2

町税
16億2,007万円
24.7％

分担金・負担金
8,811万円　1.4％

使用料・手数料
1億4,608万円　2.2％

繰入金
1億7,090万円　2.6％

繰越金
3億794万円　4.7％

その他（自主財源）　
1億7,832万円 1.3％

＊1

地方譲与税
8,316万円　1.3％

地方消費税交付金　2億9,804万円　4.5％

国庫支出金
9億5,579万円
14.6％

地方交付税
21億4,461万円
32.7％

県支出金
4億1,636万円
6.3％

町債　8,270万円　1.3％

＊1 その他（自主財源）…財産収入、寄附金、諸収入
＊2 その他（依存財源）…利子割、配当割、株式等譲渡所得割、法人事業税、環境性能割、
　　　　　　　　　　　地方特例、交通安全対策特別の各交付金

25億1,142万円　
　　　　　38.3％　　

　　　40億4,983万円
　　　　　61.7％

町税の内訳
町民税（個人） ５億３,５３２万円 (０.８％増)
町民税（法人） １億７,５１１万円 (３.３％増)
固定資産税 ７億３,６６２万円 (２.０％増)
軽自動車税 ５,７１１万円 (２.４％増)
町たばこ税 １億１,５９１万円 (６.３％増)
合　計 １６億２,００７万円 (２.０％増)

※　（　　）内は前年度比

町民１人当たり
納税額 １２４,５１６円 (２.６％増)
歳出額 ４７８,９０８円 (２.８％減)

※　（　　）内は前年度比
令和５年３月３１日現在　人口１３,０１１人

１世帯当たり
納税額 ２７８,３６３円 (０.６％増)
歳出額 １,０７０,６３１円 (４.７％減)

※　（　　）内は前年度比
令和５年3月31日現在　５,８２０世帯

①議会費

5,575円 (1.2％)

②総務費

　

87,820円 (18.3％)

③民生費

　

188,745円 (39.4％)

④衛生費

　

44,186円 (9.2％)

⑤農林水産業費

　

5,478円 (1.1％)

⑥商工費

　

9,911円 (2.1％)

⑦土木費

　

29,246円 (6.1％)

⑧消防費

　

16,652円 (3.5％)

⑨教育費

　

49,665円 (10.4％)

⑩災害復旧費

　

0円(-％)

⑪公債費

　

41,630円 (8.7％)

歳出合計
62億3,107万円
【性質別】

義務的経費
30億320万円
48.2％　

その他の経費
29億8,805万円

　　　　　48.0％

人件費
12億6,944万円
20.4％

公債費
5億3,701万円
8.6％

普通建設事業費
2億3,982万円　3.8％

物件費
9億1,937万円
14.8％

積立金
4億1,465万円
6.7％

維持補修費
5,357万円
0.9％

投資的経費
2億3,982万円
3.8％

扶助費
11億9,675万円
19.2％

補助費等
9億4,930万円
15.2％

繰出金
6億5,115万円
10.4％

令和４年度決算
一　般　会　計

【歳入】 ６５億６,１２５万円　【歳出】 ６２億３,１０７万円

　令和４年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算が、町議会の９月定例会で認定されました。
　町民の皆さんが納めた税金などがどのように使われたのか、現在の板野町の財政がどのような状況なのかについて 
概要を、『あせびちゃんと弁慶くんの家計簿』とともにお知らせします。
※１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 お問い合わせ

総務課 ☎672－5980

大切な税金の使い道
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現
金
収
入

給料（基本給）
（町税） 162万円 （＋32，000円）

給料（諸手当）
（地方交付税、譲与税・交付金）260万円 （＋3，500円）

パート収入
（使用料・手数料など） 41万円 （－36，000円）

親からの仕送り
（国庫支出金・県支出金） 137万円 （－73，300円）

そ
の
他
収
入

借金
（町債） 8万円 （－232，900円）

貯金の取り崩し
（繰入金） 17万円 （＋129，700円）

繰越金
（繰越金） 31万円 （－17，800円）

収入合計 656万円 （－194，800円）

義
務
的
経
費

食費
（人件費） 127万円 （＋43，900円）

医療費
（扶助費） 120万円 （－56，200円）

借金の返済
（公債費） 54万円 （＋156，600円）

経
費

投
資
的

家や庭の建築・改修
（普通建設・災害復旧事業費） 24万円 （－221，600円）

そ
の
他
の
経
費

生活費
（物件費・補助費等） 187万円 （＋194，100円）

車・家電品の修理代
（維持補修費） 5万円 （＋23，800円）

子どもへの仕送り
（他会計などへの繰出金） 65万円 （＋8，300円）

貯金
（積立金・貸付金など） 41万円 （－366，000円）

支出合計 623万円 （－217，100円）
差引（収入－支出） 33万円 （＋22,300円）

板野町の財政を一般家庭に例えると…
町の財政をわかりやすくするために，

令和４年度一般会計決算を家計簿にしてみました。
【町の財政にはいろいろな収入や支出があり、普通の家計とは仕組
みが異なりますが、数値を千分の１に置き換えてつくっています】

あせびちゃんと弁慶くんの家計簿あせびちゃんと弁慶くんの家計簿
前年度からの増減 前年度からの増減

借金及び貯金の総額
（千分の１に置き換え）
　　　借金の残高　・・・・・・・・	 542万円
　　　（町債・債務負担行為の残高）	 （－468，100円）
　　　貯金の残高　・・・・・・・・	 412万円
　　　（積立金・貸付金などの残高）	 （+256，700円）

　あせびちゃんと弁慶くんちの令和4年度の支出は、食費や医療費・借金の返済などの必ず支払わなければならな
い「義務的経費」が301万円、家や庭の建築・改修などの自分の資産を増やすための「投資的経費」が24万円、生活
費や車・家電品の修理代などの「その他の経費」が298万円で、合計すると年間の支出は623万円(対前年度比ー22
万円)でした。
　一方、基本的な収入は給料(基本給・諸手当)とパート収入、親からの仕送りおよび繰越金で631万円と前年度から�
９万円の減額となりましたが、支出を８万円上回りました。基本的な収入が支出を上回った主な要因としては、�
貯金や「投資的経費」が大幅に減少したことが挙げられます。
　また、借金の残高について、令和4年度に繰上償還を行ったことで前年度から47万円と大幅
に減少しました。一方、貯金の残高については、取り崩し額よりも積立額が上回ったことで前
年度よりも26万円増加しました。今後も貯金については、将来的な支出に備えるために計画的
に積立てを行っていきます。
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令和４年度　板野町の基金の状況
区　　分 令和３年度末

現　在　高
令和４年度増減額 令和４年度末

現　在　高 目　　　的
積　立　額 取　崩　額

財政調整基金 5億7,805万円 1億20万円 33万円 6億7,793万円 長期にわたる財政の健全な運営

減債基金 7億8,150万円 2億3,000万円 1億2,300万円 8億8,850万円 公債費の元利償還金・繰上償還
資金への充当

役場庁舎改築等基金 11億3,100万円 1,000万円 － 11億4,100万円 役場庁舎の改築および土地の�
取得、町の各種施策の事業推進

公共施設等整備基金 3億4,621万円 2,700万円 － 3億7,321万円 町の公共施設の整備充実

地方創生基金 1億5,790万円 20万円 － 1億5,810万円 町の特性を活かした住みよい豊
かなふるさと創生の推進

ふるさと応援基金 2,996万円 3,580万円 1,810万円 4,766万円
町内外の個人・団体から募った
ふるさと納税を財源とした各種
事業の展開

吉野川北岸農業用水
推進事業基金 2,526万円 1万円 － 2,527万円 吉野川北岸農業用水事業の推

進、地域農業の再編成

産業振興資本管理基金 2億4,665万円 10万円 － 2億4,675万円
産業団地の洪水調整池、水路溝
等防災施設の保全管理および企
業立地促進奨励金の交付

あせび温泉やすらぎの郷
改築等基金 4,357万円 123万円 500万円 3,980万円 あせび温泉やすらぎの郷の改築

高齢者保健福祉基金 2億426万円 1,005万円 1,150万円 2億281万円
町の特性に応じた高齢者保健福
祉の増進、地域在宅福祉の向
上と健康づくり等の事業推進

森林環境譲与税基金 363万円 6万円 － 369万円
森林の有する公益的な機能の維
持推進を図るための森林整備及
び促進

合　　計 35億4,801万円 4億1,465万円 1億5,793万円 38億473万円

令和４年度　板野町の地方債の状況
区　　　　　分 令和３年度末

現　在　高
令和４年度増減額 令和４年度末

現　在　高発　行　額 元金償還額
一般会計債 56億9,190万円 8,270万円 5億2,285万円 52億5,175万円
総務債 34億9,315万円 6,250万円 3億780万円 32億4,785万円
民生債 1億4,181万円 430万円 506万円 1億4,105万円
農林水産業債 9,127万円 － 5,306万円 3,821万円
商工債 1億2,800万円 － － 1億2,800万円
土木債 6億3,621万円 350万円 1億3,296万円 5億674万円
公営住宅債 5,281万円 － 1,037万円 4,244万円
消防債 9億5,605万円 － 389万円 9億5,216万円
教育債 1億9,260万円 1,240万円 970万円 1億9,529万円

公営企業債 28億4,364万円 1億1,840万円 1億7,246万円 27億8,958万円
水道事業債 8億6,151万円 1,200万円 5,335万円 8億2,016万円
下水道事業債 19億8,213万円 1億640万円 1億1,911万円 19億6,942万円

合　　　　　計 85億3,554万円 2億110万円 6億9,531万円 80億4,133万円
＊ 災害復旧事業債は、土木債に含めています。
＊ 総務債には、減税補てん債及び減収補てん債、臨時財政対策債を含めています。
＊ 令和４年度末現在高合計額のうち ４３億１,３６３万円は、地方交付税として後年度に国から補てんされます。
　（一般会計債分 ３３億９,２７５万円、公営企業（下水道事業）債分 ９億２,０８８万円）
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住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
●令和４年度板野町住宅新築資金等貸付事業概要
　地域改善対策事業の一環として、住宅新築資金などの貸し付けを行うための会計です。
　現在、貸付事業は終了しており、主に貸付金の集金業務などを行っています。

歳出合計歳出合計
1,249万円1,249万円

事務費
34万円
(2.7％)

事務費
34万円
(2.7％)

一般会計繰出金
1,215万円
(97.3％)

一般会計繰出金
1,215万円
(97.3％)

歳入合計歳入合計
1,393万円1,393万円

前年度繰越金
34万円(2.4％)
前年度繰越金
34万円(2.4％)

県支出金・諸収入
26万円(1.8％)
県支出金・諸収入
26万円(1.8％)

貸付金元利収入
1,334万円
(95.8％)

貸付金元利収入
1,334万円
(95.8％)

奨　 学　 金　 貸　 与　 事　 業
●令和４年度板野町奨学金貸与事業概要
　経済的理由により修学が困難な者に対して奨学金を貸与し、経済的負担の軽減を図るとともに教育を受ける機会を 
等しく与えるための会計です。
　令和４年度末の返還件数は、15件（高校生５名、大学生(県内外)10名）、
　　　　　　　　貸与件数は、14件（高校生６名、大学生(県内外)８名）でした。

歳出合計歳出合計
373万円373万円

一般会計繰出金
82万円
（22.0％）

一般会計繰出金
82万円
（22.0％）

貸付事業費
291万円
(78.0％)

貸付事業費
291万円
(78.0％)

歳入合計歳入合計
373万円373万円

貸付金元利収入・繰越金
82万円
(22.0％)

貸付金元利収入・繰越金
82万円
(22.0％)

一般会計繰入金
291万円
(78.0％)

一般会計繰入金
291万円
(78.0％)

国 民 健 康 保 険 事 業
●令和４年度板野町国民健康保険事業概要
　健康保険の最後の砦となる国民健康保険ですが、令和４年度決算においては、昨年度に引き続き３年連続の黒字となり
ました。しかしながら、依然として厳しい決算状況となっています。
　令和４年度末現在の被保険者数は、２,９４９人、１人当たりの年間医療費（町国保負担分）は、３７９,５６２円となっています。

歳出合計
16億4,925万円

保健事業費その他
1,761万円(1.1％)
保健事業費その他
1,761万円(1.1％)

保険給付費
11億1,933万円
（67.9％）

保険給付費
11億1,933万円
（67.9％）

国民健康保険
事業費納付金
4億7,388万円
(28.7％)

国民健康保険
事業費納付金
4億7,388万円
(28.7％)

総務費
3,843万円
(2.3％)

総務費
3,843万円
(2.3％)

歳入合計
16億7,982万円

国保税
3億1,186万円
(18.6％)

国保税
3億1,186万円
(18.6％)

繰越金
2,850万円
(1.7％)

繰越金
2,850万円
(1.7％)

諸収入その他
1,862万円(1.1％)
諸収入その他
1,862万円(1.1％)

県支出金
11億4,791万円
(68.3％)

県支出金
11億4,791万円
(68.3％)

繰入金
1億7,293万円
(10.3％)

繰入金
1億7,293万円
(10.3％)

前年度繰上充用金
1,640万円(0.9％)
前年度繰上充用金
1,640万円(0.9％)令和４年度　特別会計等の決算状況
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後 期 高 齢 者 医 療 事 業
●令和４年度板野町後期高齢者医療事業概要
　高齢者の健康保持と増進のため、被保険者の資格管理や医療給付金等の窓口業務を行い、医療費の適正化に努め、 
健全な医療給付を推進しました。
　令和４年度末現在の被保険者数は、２,１８２人です。

総務管理費・その他
253万円 (1.3％)
総務管理費・その他
253万円 (1.3％)

後期高齢者医療広域連合納付金
1億8,868万円
(98.7％)

後期高齢者医療広域連合納付金
1億8,868万円
(98.7％)

前年度繰越金
136万円(0.7％)
前年度繰越金
136万円(0.7％)

一般会計繰入金
5,546万円
(28.8％)

一般会計繰入金
5,546万円
(28.8％)

歳出合計歳出合計
1億9,121万円1億9,121万円

歳入合計歳入合計
1億9,287万円

後期高齢者医療保険料
1億3,605万円
(70.5％)

後期高齢者医療保険料
1億3,605万円
(70.5％)

介 護 保 険 事 業
●令和４年度板野町介護保険事業概要
　高齢者が必要とする医療・保健・福祉サービス等が利用できるように、被保険者の資格管理や要介護・要支援認定等
の窓口業務を行い、介護給付費の適正化に努め、健全な介護給付を推進しました。
　令和４年度末現在の被保険者数は、４,３６９人、要介護・要支援認定者数は、８７８人です。

歳出合計歳出合計
14億1,444万円14億1,444万円

基金積立金・その他
1,876万円(1.3％)
基金積立金・その他
1,876万円(1.3％)

保険給付費
12億9,835万円
(91.8％)

保険給付費
12億9,835万円
(91.8％)

総務費　4,665万円(3.3％)総務費　4,665万円(3.3％)

地域支援事業費
5,067万円
(3.6％)

地域支援事業費
5,067万円
(3.6％)

歳入合計歳入合計
15億2,103万円15億2,103万円

保険料
2億7,548万円
(18.1％)

保険料
2億7,548万円
(18.1％)

繰越金・その他
1,743万円(1.1％)
繰越金・その他
1,743万円(1.1％)
県支出金
2億3,215万円(15.3％)
県支出金
2億3,215万円(15.3％) 国庫支出金

3億9,627万円
(26.1％)

国庫支出金
3億9,627万円
(26.1％)

支払基金交付金
3億6,116万円
(23.7％)

支払基金交付金
3億6,116万円
(23.7％)

繰入金
2億3,853万円
(15.7％)

繰入金
2億3,853万円
(15.7％)

歳出合計歳出合計
3億5,441万円3億5,441万円

建設費
1億3,819万円
(39.0％)

建設費
1億3,819万円
(39.0％)

公債費
1億4,744万円
(41.6％)

公債費
1億4,744万円
(41.6％)

総務費
6,626万円
(18.7％)

総務費
6,626万円
(18.7％)

歳入合計歳入合計
3億7,844万円3億7,844万円

その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　332万円(0.9％)
その他（財産収入、諸収入、繰越金）
　　　332万円(0.9％)

繰入金
1億8,311万円
 (48.4％)

繰入金
1億8,311万円
 (48.4％)

町債
1億640万円
(28.1％)

町債
1億640万円
(28.1％)

国庫支出金
5,000万円
(13.2％)

国庫支出金
5,000万円
(13.2％)

使用料等
3,561万円
(9.4％)

使用料等
3,561万円
(9.4％)

基金積立金
251万円(0.7％)
基金積立金
251万円(0.7％)

公 共 下 水 道 事 業
●令和４年度板野町公共下水道事業概要
　令和４年度は、川端出口・惣徳田・庄境地区の面整備を中心にすすめました。
　認可区域１６３.２ｈａに対して供用開始面積が１２９.３ｈａとなり、整備率は７９.３％です。
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上 水 道 事 業
●令和４年度板野町上水道事業概要
　収益的収支では、収益の確保と費用の削減に努めた結果、２,１３２万円の純利益となりました。
　事業関係では、那東地区で国の交付金事業を活用した老朽管の布設替工事を実施し、第２水源地では単独事業による
ポンプ設備改良工事を実施しました。

事　　項 単位 令和４年度 令和３年度 比較増減
給 水 戸 数 戸 5,450 5,420 30 
給 水 人 口 人 12,790 12,865 △75 
年間配水量 ㎥ 2,113,992 2,214,989 △100,997 

事　　項 単位 令和４年度 令和３年度 比較増減
供 給 単 価 円 121.1 120.7 0.4 
給 水 原 価 円 131.5 127.5 4.0 

収益的支出合計収益的支出合計
2億2,158万円2億2,158万円

業務費　696万円(3.1％)業務費　696万円(3.1％)

原水浄水費
6,227万円
(28.2％)

原水浄水費
6,227万円
(28.2％)

総係費
3,443万円
(15.5％)

総係費
3,443万円
(15.5％)

配水給水費
2,802万円
(12.6％)

配水給水費
2,802万円
(12.6％)

減価償却費
7,566万円
(34.2％)

減価償却費
7,566万円
(34.2％)

企業債利息
1,089万円(4.9％)
企業債利息
1,089万円(4.9％)

雑支出・特別損失　335万円(1.5％)雑支出・特別損失　335万円(1.5％)

収益的収入合計収益的収入合計
2億4,290万円2億4,290万円

給水収益
1億7,911万円
(73.7％)

給水収益
1億7,911万円
(73.7％)

その他営業収益・特別利益
161万円(0.7％)
その他営業収益・特別利益
161万円(0.7％)

営業外収益
6,218万円
(25.6％)

営業外収益
6,218万円
(25.6％)

資本的支出合計資本的支出合計
8,290万円8,290万円

企業債償還
5,335万円
(64.4％)

企業債償還
5,335万円
(64.4％)

建設改良費
2,955万円
(35.6％)

建設改良費
2,955万円
(35.6％) 資本的収入合計資本的収入合計

8,290万円8,290万円

損益勘定留保資金等
5,646万円
(68.1％)

損益勘定留保資金等
5,646万円
(68.1％)

企業債
1,200万円
(14.5％)

企業債
1,200万円
(14.5％)

加入金
472万円(5.7％)
加入金
472万円(5.7％)

開発負担金
362万円(4.4％)
開発負担金
362万円(4.4％)

補助金
610万円(7.3％)
補助金
610万円(7.3％)

項　　　目 比率
（％）

基準値（％）
状況・分析

早期健全化基準 財政再生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
一般会計等における赤字
状態の深刻度を表す比率

− 15.00 20.00
昨年度に引き続き、
赤字ではありません
でした。

連結実質赤字比率
赤字隠しを防ぐため、全
ての会計における赤字状
態の深刻度を表す比率

− 20.00 30.00

実質公債費比率
借入金返済の資金繰りに
おける危険度を表す比率

4.3 25.0 35.0
一部事務組合に対す
る負担金の減少など
により、昨年度より0.5
ポイント改善しました。

将来負担比率
借入残高や他団体への負
担が将来財政をどの程度
圧迫するかを表す比率

− 350.0
昨年度に引き続き、�
比率が算定されませ
んでした。

資金不
足比率

水 道 事 業 − （経営健全化基準）
20．0

昨年度に引き続き、
両事業とも資金不足
額は生じていません。公共下水道事業 −

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号)」第３条
第１項に基づく 健全化判断比率及び同法第22条第１項に基づく資金不足比率
について次のとおり公表します。

　
「
財
政
健
全
化
法
」と
は
、
財
政
の
健
全
さ
を
計
る
指
標
に
よ
り
、

地
方
財
政
の
再
建
の
枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
、
そ
れ
ま
で
対
象
か

ら
外
れ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
や
公
営
企
業
会

計
、
さ
ら
に
は
土
地
開
発
公
社
な
ど
の
会
計
も
合
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
野
町
の
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況
は
、
全
て
の
指
標
が
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
公
表



いたの　すがお
2023年11月号

12

● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

・
介
護
保
険
料
第
５
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期

　
で
す
。

納
期
限
は11月

30
日（
木
）です

。

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

※�

税
金
・
保
険
料
は
、
納
期
限
を

経
過
し
督
促
状
発
付
の
日
か
ら

督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　�

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※�

税
金
・
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
指
定
し
た

金
融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

口
座
か
ら
、
税
金
・
保
険
料
を

自
動
的
に
振
替
納
付
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
板
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課 

☎
６
７
２-

５
９
８
３

今
月
納
期
の
税
金
・

今
月
納
期
の
税
金
・

保
険
料
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　板野町では、11月を「町税や国保税、また水道
使用料・住宅使用料・住宅新築資金等貸付金な
どの徴収月間」と定め、督促状や催告通知書を発
送させていただくとともに、一部のご家庭を訪
問させていただくことがあります。
　ご理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ　税務課　☎672–5983

「町税や国保税、また水道使用「町税や国保税、また水道使用
料・住宅使用料・住宅新築資金料・住宅使用料・住宅新築資金
等貸付金などの納付」について等貸付金などの納付」について

　近い将来起こると予想される南海トラフの巨大
地震に備え、高齢世帯など自力での耐震化が困難
な世帯を対象に、家具の固定や配置の工夫を行う
ための相談員や作業員の派遣を行います。
　助かる命を助ける「減災化」という新たな視点
で、「耐震化」とともに被害を小さくすることが、こ
の事業の目的です。

《減災化相談員派遣事業》
補助要件
平成12年５月31日以前に着工された住宅で、
高齢者の世帯などを対象に、家具の固定や配置
の工夫を提案する相談員を派遣

自己負担額　無料
《減災化対策支援事業》
補助要件
相談員を派遣した住宅を対象に、家具の固定や
配置の工夫の対策を行う作業員を派遣

補　助　額１戸につき最高１万６千円（補助率５分の４以内）
受付期間２月29日（木）まで

お問い合わせ　建設課　672–5996

　浄化槽を設置されている方は、１年に１回、浄
化槽の水質に関する検査（法定検査）を受けなけれ
ばならないと浄化槽法に規定されており、業者の
方にお願いしている浄化槽の保守点検・清掃とは
別に受けなければいけません。
　次の期間に、徳島県知事指定検査機関である、
（公社）徳島県環境技術センターから対象施設に
は、連絡・訪問しますので、ご協力をお願いします。

期　間
　11月21日（火）～12月４日（月）

対象地区
　板野町　全域

お問い合わせ
　(公社)徳島県環境技術センター
　　☎636–1234
　（浄化槽なんでもお客様相談室）
　　☎636–1177

浄化槽法定検査のお知らせ 減災化事業のご案内

　すマ第14-143号

※納付できない特別の事情が
ある方は、必ずご相談ください。

こらえんじょ！
税の滞納STOPSTOPSTOP

滞 納！滞 納！滞 納！ 税の納め
忘れはあり
ませんか？

県税・市町村税

県下一斉徴収強化月間

1111月月月月 1212月月月月

お
知
ら
せ
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人が生きて老いてゆく先には、
必ず死と別れがあります。
でも人生の最終章は悲しいだけではありません。
お互いを思いやり、かわす笑顔もありました。
今回もまた、誰もが自分の事として
感じてもらえる物語になったと思います。

お問い合わせ・お申し込み
板野町地域包括支援センター
☎672-1026

北島町立図書館・創世ホール
3階　多目的ホール
板野郡北島町新喜来字南古田91

[主　催]　板野郡医師会　[共　催]　松茂町　北島町　藍住町　板野町　上板町

在宅医療・介護連携推進事業　第９回一般公開講座

認知症と人生会議（ACP）についての講演会認知症と人生会議（ACP）についての講演会
「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」「認知症の母が命懸けで教えてくれたこと」
映画を撮影した
信友直子監督 講演会

至
鳴
門

北
島
町
役
場

ハローズ●

生協●

パパベル

バナナダンス

　　　 ●
ファミリー
マート

フジグラン北島●

ザ・ビッグ
北島
   ●

至
藍
住

至
応
神

東亜合成
北島郵便局

マクドナルド

徳島板野警察所

鯛浜

鯛浜橋

吉野川橋

北島町立
図書館・創生ホール2023年12月3日（日）

12:30～13:00　受付
13:00～14:45　映画上映
14:45～15:00　休　憩
15:00～16:00　講演会

定員300名
要申込

※11月30日締切

お
知
ら
せ
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≪消費者トラブル訪問相談≫
【情　報】 暗号資産に関するトラブルご注意！
　暗号資産に関するトラブルご注意！SNSで知り合った人や友人・知人から「必
ず儲かるので暗号資産（※）の投資をしないか」などと勧誘を受けてお金を預けた
が出金できない・返金されないといったトラブルが増えています。
※暗号資産…インターネットを通じてやりとりされる資産のこと。

【主な事例】
　マッチングアプリで知り合った人に「必ず儲かる」と暗号資産の投資を勧めら
れた。
　「資金がない」と言うと「借金をしてもすぐ返せる」と消費者金融で借金するよ
うに勧められ、150万円を借りて指定された個人名の銀行口座に振り込んだ。その後、暗号資産取引所の
サイトを紹介され、購入した暗号資産の残高を確認すると、順調に利益が出ていたので出金手続きをしよ
うとしたが突然サイトが見えなくなり、出金できず借金だけが残った。

【アドバイス】
◆�SNSやマッチングアプリなどで知り合う相手の中には暗号資産の詐欺的な投
資サイトに誘導することを目的とした人物がいるため、「儲かる」などと言って
紹介された場合は疑ってください。また事例のように、ウェブサイト上のデ
ータでは利益が出ているように見えてもサイト自体が架空の場合があり、お
金を取り戻すことは困難です。よく知らない相手の誘いには安易に応じない
ようにしましょう。
◆�暗号資産交換業を行う場合は金融庁（財務局）への登録が必要です。暗号資産の取引を行う場合は、取引
前に必ず金融庁のウェブサイトで登録の有無を確認し、無登録業者とは取引しないようにしましょう。
◆�友人や知人から暗号資産の投資を勧められた際は、人間関係と投資を切り分けて冷静に判断し、不要な
場合はきっぱりと断りましょう。
◆�暗号資産は価格が急落して損をする可能性があります。そのため価格変動などの投資リスクが伴うこと
を十分に理解した上で取引をするようにしましょう。

～おさいふ学ミニ講座第７回の案内～

第７回 11月17日(金) 午後１時30分～３時 町民
センター 今から始める終活 金融広報アドバイザー

梅津　洋子　氏

※どこの地域の方でも参加できます。
※当日受講も可能。
　参加をご希望の方は、消費生活相談所までお申し込みください。

９月の相談件数は83件でした。

板野町消費生活相談所 ☎672-6099    FAX 672-1113
むっとしたら救急！

☎0120-783-577（フリーダイヤル）
な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

相談受付時間 月曜日～金曜日  午前９時～午後３時
※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

　

９
月
21
日（
木
）～
９
月
３０
日

（
土
）は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
期
間
で
し
た
。
９
月
２２
日（
金
）

に
、
交
通
安
全
協
会
板
野
分
会
と

板
野
町
交
通
安
全
母
の
会
、
板
野

地
区
交
通
安
全
教
育
推
進
協
議
会
、

徳
島
板
野
警
察
署
、
阿
波
銀
行
板

野
支
店
、
徳
島
大
正
銀
行
板
野
支

店
、
板
野
郵
便
局
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
町
内
の
交
通

量
の
多
い
交
差
点
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
知
ら
せ
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

消
費
生
活
に
関
す
る

消
費
生
活
に
関
す
る

　
　
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品

　
　
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
作
品

　
町
内
小
中
学
校
へ
夏
休
み
中
に
、
お
金
の
大
切
さ
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
防
止（
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
）、
エ
シ
カ
ル
消
費
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

作
品
の
中
か
ら「
消
費
生
活
相
談
所　

所
長
賞
」に
次
の
作
品
を
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
【
所
長
賞
】

　
　
小
学
校
標
語
の
部

　
　
　
板
野
南
小
学
校
６
年
生　
坂
東　
佳
衣
莉
さ
ん

　
　
　
「
れ
い
ぞ
う
こ　
中
を
見
て
か
ら　
お
買
い
物
」

　
　
小
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
　
　
板
野
東
小
学
校
４
年
生　
谷
口　
陽
音
さ
ん（
写
真
１
）

　
　
中
学
校
標
語
の
部

　
　
　
板
野
中
学
校
２
年
生　
桝
井　
夏
帆
さ
ん

　
　
　
「
ち
ょ
っ
と
待
て　
振
り
込
む
前
に　
相
談
を
」

　
　
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
　
　
板
野
中
学
校
１
年
生　
佐
藤　
蓮
将
さ
ん（
写
真
２
）

写真１

写真２

お問い合わせ
　公益社団法人 徳島森林づくり推進機構 技術支援課
　〒770-0045　徳島市南庄町５丁目１-９
　徳島県木材利用創造センター「林業人材育成棟」
　☎635-7812　FAX 661-6055

お問い合わせ・お申し込み　総合センター　☎672-3661(平日午前８時30分～午後５時)

　総合センターで大人気な「樹脂粘土講座」で来年の干支
の飾り物を作りませんか。

※11月30日(木)までに
　お申し込みください。

日　時：12月7日(木)
　　　　午後1時30分～3時30分
場　所：総合センター
内　容：樹脂粘土で来年の干支の置物を作ろう
講　師：総合センター　樹脂粘土講座講師
　　　　明松アヤ子先生
材料費：300円

専門相談員派遣事業専門相談員派遣事業 「樹脂粘土で来年の干支を作ろう！」 「樹脂粘土で来年の干支を作ろう！」

【とくしま林業アカデミー 第9期生(30名)】【とくしま林業アカデミー 第9期生(30名)】
令和６年度令和６年度
　　研修生を募集しています！　　研修生を募集しています！

１年間の研修により、林業の現場で即戦力
となる知識・技術を習得できます。

さらに条件を満たせば
「緑の青年就業準備給付金」
年間最大155万円支給。

※令和５年度中に試験を３回行い30名を募集予定
▶募集期間：令和５年７月１日（土）～
　　　　　　　　令和６年１月26日（金）
▶試　験　日：第１回　令和５年９月３日（日）
　　　　　　第２回　令和５年12月３日（日）
　　　　　　第３回　令和６年２月４日（日）

　　　　　　※第１回は終了しています。

入学金・研修費用
必要資格取得無料

お
知
ら
せ
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

◎12月４日から10日までは人権週間です。
　�　「世界人権宣言」は、基本的人権および自由を尊重し確保するために、世界の
全ての人々と全ての国々とが達成すべき共通の基準として、昭和23年（1948年）
12月10日の第３回国際連合総会において採択されました。
　�　国際連合は、世界人権宣言の採択を記念して、採択日の12月10日を「人権デー
（Human　Rights　Day）｣と定め、加盟国に対し、人権擁護活動を推進するため
の各種行事を実施するよう要請しています。
　�　法務省および全国人権擁護委員連合会は、関係機関などの協力を得て、「人権
デー」を最終日とする１週間（12月４日から10日まで）を「人権週間」と定め、世
界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努めております。
◎�板野町、徳島地方法務局および徳島県人権擁護委員連合会においては、今年度の
人権週間行事のひとつとして、右記のとおり「特設人権相談所」を開設し、DV、
セクハラ、ストーカーなどの女性に関する人権問題や、児童虐待、いじめ、体
罰など子どもに関する人権問題、高齢者や障害者に対する差別や虐待などの人
権問題、その他家庭や近隣関係のくらしの悩みごとなどの相談をお受けします。
相談は無料で、秘密は厳守します。

第 75 回 人 権 週 間第 75 回 人 権 週 間

●特設人権相談所
日　時　12月５日（火）
　　　　午後１時30分～４時
場　所　町民センター２階
　　　　（小会議室）
　お気軽にご相談ください。

お問い合わせ
　人権コミュニティ課
　☎６７２－５９８８

1111月月
虐待されている子どもたちを守ることができるのはあなたかもしれません

児童虐待の現状
　令和４年度に徳島県の児童相談所が対応した虐待相談件数は1039件でした。
　また、令和３年度の児童虐待による死亡事例は、全国で74件に及んでいます。

「しつけ」と「虐待」の違い
　「しつけ」とは、子どもが社会の中で生きていくために必要な善悪や礼儀作法を教え自律に導くことです。保護者は、
子どもを一人の人間として感情や価値観を尊重し、暴力以外の方法によってしつけを行わなければなりません。
　「虐待」とは、保護者が子どもに行う行為で、子どもの心や体を傷つけたり、健全な成長や発達を損なう行為をいい、
体に直接危害を加える行為に限らず、子どもに対する不適切な関わり全てを含みます。
　保護者がいくら一生懸命で、子どもをかわいいと思っていても、「しつけ」のつもりであったとしても、子どもにとっ
て有害な行為であれば虐待です。

児童相談所虐待対応ダイヤル189
お近くの児童相談所につながります。（24時間365日通話料無料）

〔相談窓口〕
●中央こども女性相談センター☎（088）622-2205
●板野町子ども家庭総合支援センター☎（088）672-5567

虐待の定義
身体的虐待
殴る、蹴る、たたく、投げ落とす、激しく揺さぶる、家の外に
閉め出す、長時間正座をさせる など

ネグレクト（養育の拒否）
食事を与えない、ひどく不潔なままにする、病気やけがをして
も病院に連れて行かない など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被
写体にする など

心理的虐待
言葉により脅かす、無視する、子どもの目の前で家族に対して
暴力を振るう（DV） など

気になることがあったら「通告」してください
　通告とは、「気になることを相談すること」です。
　あなたの判断で「しつけの限度を超えている」「子どもへの関わり方
がおかしい」と感じたら迷わず通告してください。誰が通告者かを知
られることはありません。保育所や学校に通っていない子どもが虐待
されているとしたら、それに気付き守ることができるのは、あなたか
もしれません。 お近くの児童相談所につながります。（24時間 365日通話料無料）

児童相談所
虐待対応
ダイヤル

は「オレンジリボンは「オレンジリボン
    ・・児童虐待防止推進キャンペーン」です児童虐待防止推進キャンペーン」です

お
知
ら
せ
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

板野ぴょん太スポーツクラブ板野ぴょん太スポーツクラブ
日 月 火 水 木 金 土

1
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

2
ショートテニス
楽しいテニス

3
ショートテニス
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

4
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00）

5 6 7
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

8
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

9
ショートテニス
楽しいテニス

10
ショートテニス
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

11
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

12 13 14
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

15
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

16
ショートテニス
楽しいテニス

17
ショートテニス
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

18
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00）

19 20 21
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

22
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

23
ショートテニス
楽しいテニス

24
ショートテニス
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

25
Ｊｒテニス教室
土曜テニス教室

チアダンス教室（南公）
（14：00〜17：00）

26 27 28
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
ピンポンクラブ（体育センター）
バドサークル（19：30〜）
グラウンドゴルフ

29
さわやかテニス
楽しいテニス（13：00〜）
ピンポンクラブ（体育センター）

30
ショートテニス
楽しいテニス

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

「合同労働相談会」を開催
　「徳島県社会保険労務士会」・「徳島労働局雇用環境･
均等室」・「徳島県商工労働観光部労働雇用戦略課」・「徳
島県労働委員会」が連携し、解雇、賃金、残業代未払、
配置転換、パワハラなどの労使間トラブルについて、
早期解決のためのアドバイスをします。

【と　き】12月10日（日）午後１時〜午後４時30分
　　　　（受付　午後０時45分〜午後４時）

【ところ】シビックセンター（アミコビル４階）
【申込み】予約の方優先
　　　　（12月８日（金）午後３時まで）

【相談料】無料（労働者、経営者いずれの方も
　　　　利用できます。）

労働相談会in県立図書館
　解雇･退職･賃金未払･パワハラ･配置転換などの労
使間トラブルについて、徳島県労働委員会委員が、
公益・労働者側・使用者側の３人１組となってそれ
ぞれの立場から、解決のためのアドバイスをします。

【と　き】11月12日（日）午後１時～午後４時30分
　　　　（受付　午後0時45分～午後4時）

【ところ】県立図書館（徳島市八万町向寺山
　　　　文化の森総合公園内）

【申込み】予約の方優先
　　　　（11月10日（金）午後３時まで）

【相談料】無料
　　　　（労働者、経営者いずれの方も
　　　　利用できます。）

お申し込み・お問い合わせ
徳島県労働委員会事務局　☎621–3234　ファクシミリ621–2889
　　　　　　　　　　　　メール　roudouiinkai@pref.tokushima.jp

申込QRコード 申込QRコード
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　
前
月
に
続
い
て
今
月
も
、
板
野

町
黒
谷
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
四
番

札
所
大
日
寺
の
、
公
刊
さ
れ
た
調

査
報
告
書『
黒
巌
山
遍
照
院
大
日

寺
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
刊
）に

よ
り
、
大
日
寺
を
紹
介
し
た
い
。

大
日
寺
の
詳
細
な
調
査
で
貴
重
で

あ
る
。

　
ー
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
第
四

番
札
所
大
日
寺（
高
野
山
真
言
宗
・

黒
巌
山
遍
照
院
）は
、
徳
島
県
板

野
郡
板
野
町
黒
谷
字
居
内
五
に
所

在
す
る
。
伽
藍
は
阿
蘇
山
脈
か
ら

南
流
す
る
黒
谷
川
に
向
っ
て
張
り

出
し
た
、
標
高
七
十
メ
ー
ト
ル
前

後
の
幅
広
い
屋
根
の
緩
斜
面
上

に
、南
向
き
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
は

行
基
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
弘
仁
六
年
に
空
海

（
弘
法
大
師
）が
こ
の
地
に
お
い
て

大
日
如
来
を
感
得
し
、
一
刀
三
礼

を
し
て
一
寸
八
分
の
大
日
如
来

を
彫
造
し
た
こ
と
を
由
来
と
し

て
、
大
日
寺
と
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
寂

本（
一
六
三
一
～
一
七
〇
一
）

の『
四
國

礼
場
記
』（
元
禄

二〔
一
六
八
九
〕筆
）は
、
か

つ
て
は
立
派
な
堂
塔
が
並
ん

で
い
た
も
の
の
、
歳
月
の
経

過
と
と
も
に
荒
廃
し
て
い
た

が
、
応
永
年
間（
一
三
九
四

～
一
四
二
八
）に
、
松
法
師

と
い
う
人
物
に
夢
の
託
言
が

あ
っ
て
、
修
復
さ
れ
た
と
い

う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
大
日
寺
の
来
歴
の
概
要
で

あ
る
。

　
寺
の
立
地
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
ー
こ
の
地
は
三
方
を
山
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
黒
谷
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
元
で
は「
黒
谷

寺
」と
呼
び
習
わ
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
山
号
で
あ
る
黒
巌
山
の

由
来
も
、
こ
の
こ
と
に
因
ん
だ
も

の
と
さ
れ
る
。

　
ー
大
日
寺
の
境
内
地
は
、
阿
讃

山
脈
か
ら
南
流
す
る
黒
谷
川
に
向

か
っ
て
張
り
出
し
た
、
標
高
七
十

メ
ー
ト
ル
前
後
の
幅
広
い
尾
根
の

緩
斜
面
上
に
位
置
す
る
。
伽
藍
の

北
、
東
は
山
に
面
し
て
お
り
、
西

に
は
黒
谷
川
が
流
れ
、
南
に
向
け

て
開
け
て
い
る
。
こ
の
南
向
き
の

緩
斜
面
上
に
、
数
段
に
渡
っ
て
成

さ
れ
た
平
坦
面
に
、
堂
舎
が
配
さ

れ
て
い
る
。

　
阿
讃
山
脈
の
ふ
も
と
の
幽ゆ

う
す
い邃
な

地
に
建
立
さ
れ
た
大
日
寺
は
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
と
し
て
最

適
の
地
で
あ
ろ
う
。
県
道
の
自
動

車
道
が
寺
に
通
じ
る
ま
で
、
お
遍

路
さ
ん
は
、
山
峡
の
遍
路
道
を
歩

い
て
寺
に
辿
っ
た
。

　
ー
近
世
の
大
日
寺
に
は
寺
領
は

存
在
せ
ず
、
所
持
地
も
一
七
一
六

年
段
階
で
、
二
一
筆
田
畠
三
反
九

畝
九
歩（
高
一
石
二
八
一
）と
少
な

く
、
そ
の
後
、
山
畠
新
開
等
に
よ

っ
て
一
八
〇
二
年
に
は
七
反
三
畝

九
歩（
高
三
石
六
八
二
）と
増
加
し

た
も
の
の
、
全
体
的
に
は
少
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
堂
の
修

復
に
際
し
て
は
、「
御
建
立
所
」と

し
て
藩
に
よ
る
助
力
を
、
幾
度
と

な
く
求
め
て
い
る
。藩
に
よ
る「
御

見
分
」の
上
で「
御
繕
」、
つ
ま
り

藩
費
に
よ
る
修
復
を
求
め
、
そ
の

つ
ど
白
銀
一
〇
～
二
〇
枚
が
下
付

さ
れ
て
き
た
と
い
う
が
、
申
請
す

れ
ば
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
寺
の
周
囲
に
あ
る

藩
の
御
林（「
松
木
山
御
林
」）の
払

い
下
げ
や
、
御
林
内
に
許
可
さ
れ

た
新
開
地
を
、
本
堂
修
復
料
と
し

て
年
貢
免
除
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
る
な
ど
、
何
と
か
し
て
資
金
を

工
面
す
る
た
め
の
、
寺
側
か
ら
の

働
き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
古
い

古
刹
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う

に
寺
の
運
営
の
厳
し
さ
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

　
大
日
寺
の
調
査
報
告
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
薬
師
堂

の
記
録
だ
。

　
ー
薬
師
堂
の
記
述
に
つ
い
て

は
、『（
阿
波
國
）名
所
図
会
』に
初

め
て
そ
れ
と
見
ら
れ
る
堂
宇
が
描

か
れ
て
い
る
。
成
立
時
期
に
つ
い

て
は
や
は
り
不
明
だ
が
、
大
師
堂

と
同
じ
く
一
八
世
紀
半
ば
ご
ろ
ま

で
に
平
坦
面
の
位
置
に
成
立
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
住
職
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
元
来

こ
の
建
物
は
、
床
が
土
間
造
り
に

な
っ
て
お
り
、
病
を
患
っ
た
遍
路

者
が
こ
こ
に
寝
泊
り
し
て
本
堂
・

大
師
堂
へ
の
参
詣
を
行
っ
て
お

り
、
い
わ
ば
通
夜
堂
の
よ
う
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
現
在
の
薬
師
堂
が
、
寺
の
善
根

宿
通
夜
堂
の
役
割
を
果
し
て
い
た

こ
と
が
判
る
。

　
通
夜
堂
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

大
日
寺
名
誉
住
職
真
鍋
俊
照
師

が
、
そ
の
著『
四
国
遍
路
ー
救
い

と
癒
や
し
の
旅
ー
』（
N
H
K
出
版

平
成
二
十
一
年
刊
）で
記
録
を
し

て
い
る
。

　
　「
大
日
寺
」
点
描

　
　「
大
日
寺
」
点
描

四番札所大日寺　薬師堂（通夜堂）

堤　

高
数

　　

其
の
百
五
十
二
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

原
　
田
　
　
　
遼

・

彩
　
音

乃ノ

暖ノ

羅

漢

女

木
　
村
　
早
　
寿

・

磨
　
友

心ミ

玲レ
イ

大

寺

女

市
　
川
　
尚
　
将

・

麻
　
美

惺セ
イ

大タ

川

端

男

石
　
田
　
　
　
駿

・

恵
　
理

結ユ

愛ア

古

城

女

切
　
上
　
貴
　
人

・

早
　
希

稜リ

都ツ

大

寺

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

小

　

山

　

歌

　

子

101

吹

田

西

　

川

　

タ

ミ

子

97

大

寺

谷

　

口

　

　

　

強

71

大

寺

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,433 1,231 1,578 6,242 △ 6

女 3,789 1,342 1,598 6,729 △ 11

合　計 7,222 2,573 3,176 12,971 △ 17

世　帯 3,295 1,135 1,394 5,824 △ 4

人口のうごき

令
和
５
年
10
月
25
日
現
在

お問い合わせ　教育委員会　☎672-0136　
　　　　　　　健康の館　　☎672-3333

ファミリースポーツのご案内ファミリースポーツのご案内
11月11月

堤　

高
数

　　

日　時：11月24日（金）午後７時30分～
種　目：ラージ卓球・バウンドテニス
場　所：�カローリング協会あせび板野健康の館（健康

の館）アリーナ内
参加料：無料
準備物：�室内シューズ・水分補給のための水筒
※�ラケットには限りがございますの
で、ラケットをお持ちの方はご持
参ください。
※�町広報のため写真などを撮影する
場合があります。ご了承ください。

　海上自衛隊徳島航空基地開隊65周年および陸上　海上自衛隊徳島航空基地開隊65周年および陸上
自衛隊北徳島分屯地開設14周年を記念し、徳島航自衛隊北徳島分屯地開設14周年を記念し、徳島航
空基地一般公開を開催します。空基地一般公開を開催します。
　皆さまのご来場をお待ちしています。　皆さまのご来場をお待ちしています。
日　時 日　時 11月18日（土）午前９時〜午後３時11月18日（土）午前９時〜午後３時
場　所 場　所 海上自衛隊徳島航空基地海上自衛隊徳島航空基地
　　　 （松茂町住吉字開拓38）　　　 （松茂町住吉字開拓38）
予定イベント 予定イベント ■■航空機飛行展示航空機飛行展示
　　　　　　 　　　　　　 ■■航空機地上展示航空機地上展示
　　　　　 　　　　　　 　■■その他各種イベントその他各種イベント
※�詳細は、徳島教育航空群ホームページ、SNSなど※�詳細は、徳島教育航空群ホームページ、SNSなど
で随時お知らせします。で随時お知らせします。

お問い合わせお問い合わせ
　　海上自衛隊徳島教育航空群司令部海上自衛隊徳島教育航空群司令部
　広報室　☎699–5111（内線3234）　広報室　☎699–5111（内線3234）
　　ホームページ https://www.mod.go.jp/msdf/tokusima/ホームページ https://www.mod.go.jp/msdf/tokusima/

◀︎X（旧Twitter）◀︎X（旧Twitter）
◀︎ホーム◀︎ホーム
　ページ　ページ

徳島航空基地 一般公開徳島航空基地 一般公開
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あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 Ca

le
nd

ar

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

１
金
総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
～
１０
時

２
土
総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
８
時
～
１０
時

３
日
大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

４
月

５
火
バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

特
設
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

６
水
心
配
ご
と
成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

７
木
大
雪

８
金
す
こ
や
か
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

９
土

10
日
大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

12

11

月

月

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

５
日

ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り（
東
公
会
堂
）　
午
前
９
時
〜

大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

６
月

７
火

バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

８
水

聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
1５
分

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

９
木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）午
後
１
時
１５
分
～

10
金

す
こ
や
か
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

11
土

12
日
大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

13
月
資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

14
火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

15
水
心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

職
業
相
談(

東
公
会
堂
）午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

16
木

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）午
後
１
時
１５
分
～

17
金
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担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町　

き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町　

稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町　

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日・夜
間
緊
急
病
院
は
、

変
更
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載内容が変更になる場合があります。

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

18
土

19
日
資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り"

20
月
こ
と
ば
の
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
～

21
火
バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

22
水
小
雪

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

23
木
勤
労
感
謝
の
日

24
金
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　
ラ
ー
ジ
卓
球
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
30
分
～

25
土

26
日
大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

27
月
資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

28
火
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

29
水

30
木
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン(

東
公
会
堂
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

日

曜
日

行　
事
／
事　
業

５
日

ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り（
東
公
会
堂
）　
午
前
９
時
〜

大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

６
月

７
火

バ
イ
バ
イ
メ
タ
ボ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

８
水

聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
1５
分

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

９
木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）午
後
１
時
１５
分
～

10
金

す
こ
や
か
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

11
土

12
日
大
阪
口
御
番
所
跡
開
館　
午
前
10
時
～
午
後
４
時　
※
駐
車
場
あ
り

13
月
資
源
ご
み
・
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

14
火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

15
水
心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

職
業
相
談(

東
公
会
堂
）午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

16
木

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）午
後
１
時
１５
分
～

17
金

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

11 月
５

日

こ
う
の
I
N
R

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
３–

1
１
０
３

６

月

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

７

火

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

８

水

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

9

木

フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

板
野
町

6
7
2

–

5
1
4
8

10

金

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

6
7
2

–

6
6
1
8

11

土

た
か
た
整
形
外
科
・

せ
ぼ
ね
ク
リ
ニ
ッ
ク

北
島
町

6
9
8

–

8
6
8
9

12

日

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

13

月

藍
住
た
ま
き
青
空

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
７
８–

７
７
２
７

14

火

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

15

水

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

16

木

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
6
0
0

17

金

川

原

眼

科
上
板
町

6
9
4

–

8
3
8
8

18

土

山

根

眼

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
7
1

19

日

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

20

月

浦

田

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

2
9
2
1

21

火

芳

川

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

5
3
5
5

22

水

西

條

内

科

耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

23

木

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

24

金

春
藤
内
科
胃
腸
科
松
茂
町

6
9
9

–

3
7
7
7

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

11 月
25

土

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

26

日

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

27

月

井

上

医

院
松
茂
町

6
9
9

–

8
0
7
0

28

火

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
松
茂
町

6
9
9

–

2
7
8
7

29

水

か
ま
だ
眼
科
松
茂
町

6
7
8

–

8
5
8
5

30

木

矢

野

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

4
4
1
1

12 月
１

金

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5

２

土

中
山
産
婦
人
科

・

小

児

科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

３

日

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

４

月

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

6
9
8

–

3
1
1
1

５

火

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

６

水

新

居

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
0
8

７

木

田

根

内

科

胃
腸
科
医
院
北
島
町

6
9
8

–

0
1
2
3

８

金

い

の

も

と

眼

科

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
8
8
7

9

土

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

10

日

藍
住
た
ま
き
青
空

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
７
８–

７
７
２
７
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

●●
お
は
な
し
会

お
は
な
し
会

日
時　

11
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

会
場　

文
化
の
館　

図
書
館

内
容　

�

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

無
料
で
す
。

●●
新
し
く
は
い
る
本

新
し
く
は
い
る
本

【
一
般
書
】

ハ
ジ
ケ
テ
マ
ザ
レ

金
原
ひ
と
み
／
著

列　
　
　
　
　
　

 

中
村　

文
則
／
著

椿
ノ
恋
文　
　
　
　

 

小
川　

糸
／
著

喫
茶
お
じ
さ
ん　
　

 

原
田
ひ
香
／
著

戦
国
女
刑
事　
　
　

 

横
関　

大
／
著

ス
ピ
ノ
ザ
の
診
察
室夏

川　

草
介
／
著

か
さ
な
り
あ
う
人
へ白

石　

一
文
／
著

じ
い
散
歩　
　
　

 

藤
野　

千
夜
／
著

諸
葛
亮
上
・
下　

 

宮
城
谷
昌
光
／
著

【
児
童
書
】

や
ま
を
と
ぶ　
　

 

き
く
ち
ち
き
／
文

う
ら
が
え
し
サ
ン
タ苅

田　

澄
子
／
作

ち
い
さ
な
ゾ
ウ　

 
庄
野
ナ
ホ
コ
／
作

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
ぺ
こ
ぺ
こ
キ
ャ
ン
プ

工
藤
ノ
リ
コ
／
作

ぬ
ま
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

い
わ
い
と
し
お
／
作

あ
っ
た
ら
い
い
ね

多
田
ヒ
ロ
シ
／
著

月
さ
ん
と
ザ
ザ
さ
ん角

野　

栄
子
／
作

こ
い
ぬ
の
と
も
だ
ち

堀　

直
子
／
作

「
わ
た
し
に
会
い
た
い
」

西　

加
奈
子
／
著

　

西
加
奈
子
が
す
べ
て
の
人
に
贈

る
、
８
つ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
。
こ
の
本

を
読
ん
だ
あ
と
、
あ
な
た
は
、
き
っ

と
、自
分
の
体
を
愛
お
し
い
と
思
う
。

「
わ
た
し
」の
体
と
生
き
づ
ら
さ
を
見

つ
め
る
珠
玉
の
短
編
小
説
集
。

わ
た
し
を
生
き
る
た
め
の
言
葉
。

＃Im
issm

e

ー
ー
わ
た
し
に
会
い
た
い
。

「
赤
い
け
い
と
で
つ
な
が
っ
て
」

リ
サ
・
モ
ー
ザ
ー
／
作

　

あ
な
ぐ
ま
の
ア
ニ
ー
と
や
ま
あ
ら

し
の
チ
ッ
ク
ル
は
、
と
っ
て
も
な
か
よ

し
。
あ
る
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が
森
で
赤

い
毛
糸
を
ひ
ろ
い
ま
し
た
。
ふ
た
り

は
、
お
た
が
い
に
相
手
の
喜
ぶ
も
の

を
編
も
う
と
し
ま
す
が
、
実
は
そ
の

毛
糸
は
一
本
で
、
編
み
あ
が
り
そ
う
に

な
あ
る
と
相
手
の
ほ
う
に
糸
が
引
っ

張
ら
れ
、
ほ
ど
け
て
し
ま
う
の
で
し

た
。
毛
糸
を
め
ぐ
っ
て
ケ
ン
カ
に
な

っ
た
ふ
た
り
は
…
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

332

休館日のお知らせ　

４ 、、、、、、、
1 1
1 8
2 5
2 8
2 9
3 0
3 1

表中 

12月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
11月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

24
31

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

　

夜
に
散
歩
を
す
る
と
、
ス
ズ

ム
シ
や
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
の
秋
の

虫
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

り
、
秋
が
来
た
こ
と
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

夏
が
長
く
、
涼
し
く
な
る
の
が

遅
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

鳴
く
虫
の
声
を
楽
し
む
文
化

は
平
安
時
代
に
は
す
で
に
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
虫
の
声
を
美

し
く
感
じ
る
の
は
日
本
人
だ
け
、

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
秋
の

虫
の
声
は
四
季
が
あ
る
日
本
な

ら
で
は
の
楽
し
み
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
９
月
１
日
、
防
災
の
日
に
合
わ

せ
て
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。避
難
訓
練
の
後
、

保
護
者
や
地
域
の
方
、
防
災
士
、

役
場
の
方
の
協
力
を
得
て
、
防
災

減
災
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
南
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
、

縦
割
り
班
に
分
か
れ
て
体
験
学
習

を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
班
ご
と
に
並
ん
で
学

校
に
あ
る
防
災
倉
庫
の
中
を
確
認

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ど

ん
な
も
の
が
備
え
ら
れ
て
い
る
の

か
興
味
津
々
で
倉
庫
の
中
を
の
ぞ

き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
の
中
で
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
必
要
な
物
は
何
か
、
袋
に

入
れ
る
物
の
重
さ
は
大
丈
夫
か
な

ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
避
難
持
ち

出
し
袋
を
作
っ
た
り
、
６
年
生
が

声
か
け
を
し
な
が
ら
、
班
の
仲
間

と
協
力
し
て
段
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

近
い
う
ち
に
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え
て
、
自
分
を
守
る
力
と
つ
な
が

り
あ
う
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

命
を
守
る
力
と
つ
な
が
り
合
う
力

板
野
南
小
学
校

避難訓練

避難持ち出し袋
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